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神話の里高千穂町で、国の重要無形民俗文化財「高千穂の夜神楽」が始まりました。

１１月２０日から、来年２月１０日まで各地区で夜神楽が奉納されます。

夜神楽は、秋の収穫感謝、冬の鎮魂儀礼、春の豊穣余祝を祈願するため、氏神様

を里の神楽宿にお招きし、３３番の神楽を奉納するものです。

今年は１９地区で夜を徹して神楽が舞われますが、こんなに多くの地区でそれぞ

れ大切に受け継がれ、守られていることが驚きであり、この結いの力こそが高千穂

のすばらしさだと感じます。
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高千穂小学校 脱穀・縄なえ体験
１０月２８日、高千穂小学校の５年生が、小学校近くの水田で

稲の脱穀と昔ながらの農機具を使っての縄なえ（＝縄を作ること）
を体験しました。

この稲は、農業用水等の理解促進を目的とした「農業用水水源
地域保全対策事業」の一環として、高千穂町三田井の藤本國光さ
ん所有の水田で、今年６月に田植えを行い、１０月に稲刈りを行
ったものです。

子どもたちは、掛け干ししておいた稲をハーベスター（自動脱
穀機）に入れ込み、脱穀と結束が自動で行われる様子を興味深そ
うに観察していました。

また、縄なえ機や縄より機を使って藁から縄を作る際には、藁
の量やタイミングによって出来映えが左右されることを学び取
り、各自集中しながら熱心に作業に取り組んでいました。昔、縄
は草履やわらじなどの生活用具の基本であったため、子どもたち
は縄なえ作業を通して昔の人の労苦に触れ、物を大切にする気持
ちを学んでいました。

西臼杵郡障がい者スポーツ大会
１１月９日に、高千穂町武道館で平成２２年度西臼杵郡障がい者スポーツ大会が開催されま

した。
今年で６回目を迎えるこの大会は、西臼杵郡障がい者スポーツ大会実行委員会と各町役場が

中心となった手作りの大会で、郡内から７３名（高千穂町５２名、日之影町１０名、五ヶ瀬町
１１名）の参加者がスポーツを通じて障がいの区分や世代を超えて交流を深められました。

個人競技から団体競技まで様々な種目が用意され、各団優勝を目指し白熱した大会となりま
した。

また、今年から家族や支援者が参加できるプログラムも加わり、楽しくも有意義な一日とな
りました。

わけもんの主張（有権者意見発表会）
１１月１８日、「わけもんの主張」西臼杵支会予選会が

高千穂町自然休養管理センターで開催されました。
わけもんの主張は、若者が選挙や政治について日ごろ

考えていること、求めていることについて意見発表する
場です。

高千穂町から、佐藤良亮さん、田上真弓さん、日之影町から、岡田原史さん、松田美保さん、
五ヶ瀬町から、鈴木大和さん、甲斐亜由美さんが町代表として、自分の意見を堂々と発表しま
した。

審査の結果、救命救急士となったきっかけや、もっと十分な活動が行えるよう選挙の一票に
期待したいと述べた高千穂町の「佐藤良亮さん」と、保育士として自分が関わっている仕事が
実は政治や選挙と大きく関わっていたことに気づき、安心して子どもを産み、育てることがで
きる環境づくりを願っていると述べた五ヶ瀬町の「甲斐亜由美さん」が最優秀賞に選ばれ、来
年１月の県発表会に参加することになりました。

県発表会でも、その調子で、精一杯、わけもんの主張を発表してきてください！！
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玄武山トンネル防災訓練
事故発生時における関係機関相互の迅速

な対応と連携体制の強化を図ることを目的

に高千穂町、高千穂警察署と合同で、国道

３２５号高千穂町の玄武山トンネルにて防

災訓練を実施しました。

トンネル内における車両の衝突、炎上の

事故を想定し、事故発生の通報を受けて関

係機関が出動し、けが人の救出、消火の訓

練を行いました。

トンネル内で事故が起きたときは、落ち

着いて、トンネル内に設置してある非常通

報ボタンで周囲に異常を知らせるとともに、

直ちに１１０番、１１９番に通報してくだ

さい。

土木の日 学習会
１１月１８日（土木の日）、日之影町立八

戸小学校の全校生徒を対象に「土木」のイメ
ージアップと「土木」に対する理解を深めて
もらうことを目的として、「土木の日」学習
会（西臼杵支庁及び高千穂地区建設業協会の
共催）を開催しました。

“「かわづくり」や「コンクリート」に関す
る授業”と“ものづくり体験授業”を行いま
したが、ものづくり体験授業では、高学年の
生徒のみなさんにレンガの橋と木の橋をつく
ってもらい、その橋を実際に渡ってもらいま
した。自分たちでつくった橋をおそるおそる
渡り終えた後は全員感動の嵐でした。「土木」
について多くのことを学んでもらい、大変楽
しい学習会となりました。

有害獣捕獲技術向上研修会

近年、農林業者が自衛のために狩猟免許を

取得するケースが増えており、今年度は西臼

杵郡で４８名の方がわな猟の免許を取得しま

した。

そこで、このような新規取得者や経験年数

が少ない免許所持者の捕獲技術を向上させ、

農林業被害の軽減を図ることを目的として、

１１月３日に有害獣捕獲技術向上研修会を開

催しました。当日は予想を上回る約７０名の

参加があり、有害獣捕獲への関心の高さが伺

えました。

研修会では、シカやイノシシ猟のベテラン

２名によるわな設置の実演、ポイントの解説

等が行われ、様々な意見や質問が飛び交う中、

参加者からは「勉強になった。また企画して

ほしい。」と好評でした。

高病原性鳥インフルエンザ発生時における
西臼杵地域初動体制検討会

近隣国の発生や、北海道で野鳥の糞から
ウィルスが分離されたことを受け、当地域
における発生時を想定した検討会を１１月
２４日に開催しました。

検討会には管内３２養鶏農場の代表者、
各系列会社、建設業協会、各関係機関など
から３３名の出席があり、防疫体制の強化
を図るとともに、いつ管内で発生しても対
応できるよう初動体制（埋却地の有無・重
機の搬入）の再確認を行いました。

出席者からは、緊張感のある具体的な意
見や提案があり、速やかな初動体制が取れ
るようマニュアルの改正や農場マップ作成
などを実施することになりました。
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第４回 天翔大橋 秋の収穫祭
１１月２１日、

日之影町松の木
地区田植え踊り
館で行われた第
４回天翔大橋秋
の収穫祭におじ
ゃましました。

地区の方々が
用意してくださ
った特製のお料
理に舌鼓を打ち
ながら、語らい、
また日之影中学
校生徒による田
植え踊りや、歌
謡ショー、バン
ド演奏等を堪能
させていただき
ました。

たくさんの笑
顔をありがとう
ございました。

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

編集後記

いよいよ高千穂夜神楽が始まりました。前々か
ら行ってみたいと思っていた夜神楽を、いくつも
はしごできることはこの上ない幸せです。

ただ、まだ夜通し見たことがないので、いつか
挑戦してみるつもりです。

それにしても、地域でこれだけ大切に守られて
いる伝統文化、すばらしいです、感動です。（桃）

今回は、日之影町長谷川地区で活躍する
「長谷川わけもん会」をご紹介します。
長谷川地区は、日之影町の中西部に位置す
る７集落からなる地区ですが、この地区の
２０代から３０代の若者１２名で活動をし
ています。

この会の発足は４年前で、１２地
区協議会の話し合いをしている中で、

地区の行事などを盛り上げる核となる団体がなかったため、消
防団員を中心に自分たちがやろうと名乗りを上げたのが始まり
だそうです。

１１月３日には、「森の音楽フェスタ」というイベントが実施
されていました。バンド演奏、和太鼓、ライブ、フリマ、なば
合戦、宝探し、フットサル大会、バスケット大会など、趣向を
凝らした催しが目白押しで、みんな笑顔で楽しんでいました。

今回で３回目を迎えるこのイベントは、長谷川わけもん会を
中心に協賛金を集めて行っているとのこと。すごいパワーです
し、それを支える住民や企業、団体も協力的ですばらしいと思
います。ほかにも、ガードレール、カーブミラーの掃除、小枝
払いなどのボランティア活動を定期的に実施しています。

会長の工藤建樹さんは、東京等で働いた後、故郷の日之影に
戻ってきたＵターン者ですが、時間がゆっくり流れているこの
町と友人達が大好きだそうです。今後の活動は無理をしない程
度に行い、何かあったときに、わけもん会がおるわという頼れ
る存在になれればいいと話してくださいました。

取材日記「長谷川わけもん会」

西臼杵支庁１階に県民コーナーＯＰＥＮ
西臼杵支庁１階に、県民コーナーがリニュ

ーアルオープンしました。
旧教育事務所跡スペースを広々と使い、県

税相談窓口も利用しやすくなりました。
これから、この県民コーナーでいろいろな

情報提供をしていきますので、どうぞお気軽
にご利用ください。




